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研究成果の概要（和文）：運動強度（運動量）および加齢が四基本味に対する味覚感受性に及ぼす影響について検討を
行った。その結果、運動強度（運動量）による味覚感受性の変化の程度差は見られなかった。また、加齢による塩味感
受性・苦味感受性の低下がみられたが、運動が味覚感受性に及ぼす影響には若年者と高齢者との間に差異は見られなか
った。そして、若年者においては甘味感受性と運動前後の血糖変化との間には中程度の負の相関(r2=0.62; p<0.01)が
見られたが、高齢者には見られなかった。

研究成果の概要（英文）：We investigated the effects of exercise intensity (exercise volume) and aging on 
four basic taste sensitivities. There were no differences in the degree of taste sensitivity change due 
to exercise intensity (exercise volume). The decline in saltiness and bitterness sensitivities due to 
aging was found, however, there was no differences in exercise effects on taste sensitivities between 
young and old people. When physiologic responses were correlated to taste sensitivities, a moderately 
strong inverse relationship was observed between the change in threshold for sweetness (increased 
sensitivity) and the change in blood glucose (decreased concentration) for the young people (r2=0.62; 
p<0.01), however, such a relationship could not be observed for old people.

研究分野： スポーツ科学・スポーツ生理学

キーワード： 味覚感受性　運動強度　加齢
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
四基本味（酸味・塩味・甘味・苦味）に対
する味覚感受性は人間にとって欠くことの
できない機能であり、他の諸機能と同様に、
各種条件で変化する可能性が指摘されてい
る。そのため、正常な味覚感受性を保持する
ことは充実した豊かな食生活、ひいては健康
生活を享受する上で欠くことのできない条
件のひとつである。よって、四基本味に対す
る味覚感受性の変化に影響を及ぼす要因を
探索することは生理人類学的に意義深い。味
覚感受性は体調・運動、さらには加齢によっ
ても変化すると考えられている。運動は呼吸
循環・神経調節などを修飾するのと同様に、
味覚感受性に対しても影響を及ぼす可能性
がある。例えば、運動による甘味感受性の変
化については運動の種類の違いにより異な
る報告（植村 他 2008，植村 他 2009）があ
るものの、酸味感受性は運動終了後に高まる
との報告がある（本岡他 2010）。しかしな
がら、これらの報告では運動強度や運動量な
どを規定して検討していないだけではなく、
四基本味に対する味覚感受性のなかでどの
感受性が運動で修飾されやすいのか、同一被
験者で検討した報告は国内外でみあたらな
い。 
運動により味覚感受性が変化する要因とし
ては深部体温の上昇・血糖値の変化等が考え
られる。例えば、我々は、風邪などによる発
熱時に味を薄く感じたり、多量発汗時（塩分
損失）、空腹時（血糖値の低下）などに味覚
感受性が変化することを経験的に知ってい
る。しかし、どのような生理的変化がどの味
覚感受性を変化させるのか、科学的証拠が乏
しく、不明な点が多い。 
 加齢に伴い味覚感受性が鈍化することが
報告されている（大和田他 1972，久木野 
1998）。近年，急速に進む高齢化、地球温暖
化やヒートアイランド現象を考え合わせる
と、新たな｢災害｣とまで言われる熱中症の更
なる増加が予想される。熱中症予防策として、
日常の食生活や水分摂取の重要性が唱えら
れている。この視点から考えても、高齢者の
四基本味に対する味覚感受性と深部体温・血
糖値・発汗量（汗塩分損失）等の身体の生理
的要因との関係を明らかにすることは、社会
的要請でもある。しかし、運動が高齢者のど
の味覚感受性をどの程度修飾しているのか、
アプローチした研究報告は極めて少ない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、運動と四基本味（酸味・塩味・
甘味・苦味）に対する味覚感受性との関係に
ついて検討し、生理人類学的に有用な知見を
得るために、以下の２つの課題を検討するこ
とを目的とした。 
（１）運動強度（運動量）が味覚感受性に及
ぼす影響 
 甘味感受性については、陸上トレーニング
合宿後に低下し、山道歩行後に上昇したとい

う報告がある。また、酸味感受性については、
日常的硬式野球トレーニング後で上昇する
という報告がある。しかし、いずれの研究も
フィールド調査的要素が強く、運動強度（運
動量）については一定の基準がなく、どの程
度の運動が四基本味中のどの味覚感受性に
どの程度影響したかは不明確である。 
 そこで本課題においては、運動が味覚感受
性に及ぼす影響についての知見を得るため
に、運動中の深部体温変化および血糖値変化
をモニタリングしながら、運動強度（運動量）
と四基本味に対する味覚感受性との関係に
ついて検討した。 
 
（２）加齢および運動が味覚感受性に及ぼす
影響 
 加齢に伴い味覚閾値が低下することが知
られている。その解剖学的な理由としては、
舌乳頭（特に、有郭乳頭と葉状乳頭）に存在
する味蕾数の減少が指摘されているが、それ
を支持しない研究もあり、加齢に伴う味覚閾
値低下のメカニズムについては明確ではな
い。また、高齢者に観察される味覚障害は食
事の楽しみを減らすだけではなく、栄養状態
の悪化や免疫状態の低下を招く要因の一つ
になることも指摘されている。高齢化の進む
我が国において、加齢に伴い運動と味覚感受
性との関連性がどのように変化するのか明
らかにすることは、高齢者の味覚感受性の低
下予防や味覚障害の改善策を考究する上で
重要である。そこで本課題では、運動が高齢
者の四基本味に対する味覚感受性に及ぼす
影響を若年者との比較から検討した。 
 
３．研究の方法 
（１）運動強度（運動量）が味覚感受性に及
ぼす影響  
 本研究では、各被験者は、気温 25℃に制御
された実験室内で運動および味覚検査を行
った。各運動条件における負荷を決定するに
あたり最大負荷テストを行った。最大負荷テ
ストにおいては、呼吸反応の指標として、分
時換気量、酸素摂取量、二酸化炭素排出量、
非タンパク呼吸商、呼吸数を肺運動負荷モニ
タリングシステム（ミナト医科学，AE-310SRC）
を用いて Breath by Breath で測定し、負荷
テスト後、血中乳酸測定器（京都第一科学，
ラクテート・プロ LT-1710）を用いて血中
乳酸値を測定した。 
運動条件は 50%V

．
O2max と 70% V

．
O2max の自転

車こぎ運動の 2条件に設定した。運動時間は
30 分間とし、各運動前後に四基本味（酸味・
塩味・甘味・苦味）の味覚検査（認知閾値検
査）を行った。味覚検査はテーストディスク
（三和化学研究所）を用いて 4 味覚（甘味・
酸味・塩味・苦味）について行った。被験者
は健康な喫煙習慣のない若年男性 10 名（年
齢 19.6±5.4 歳、身長 171.7±5.6cm、体重
68.1±13.6kg、体脂肪率 20.9±5.5%）とし、
運動中の深部体温（舌下温）・心拍数、運動
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